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物
流
コ
ス
ト
の
増
大
が
企
業
業
績
を
圧
迫
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

ま
す
。

物
流
網
を
小
口
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
に
頼
る
通
販
等
の
企
業
や
、
商
品

単
価
の
低
い
食
品
・
飲
料
企
業
な
ど
で
は
こ
の
影
響
が
大
き
く
出
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
ア
マ
ゾ
ン
ジ
ャ
パ
ン
で
は
２
０
１
８
年
に
、
配
送
料

無
料
の
基
準
を
引
き
上
げ
、
実
質
的
な
値
上
げ
に
踏
み
切
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
食
品
メ
ー
カ
ー
等
で
、
内
容
量
を
少
な
く
し
て
実
質
的
に

値
上
げ
す
る
「
シ
ュ
リ
ン
ク
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
動
き
が
見
ら
れ
ま
す

が
、
こ
の
原
因
の
１
つ
は
物
流
コ
ス
ト
の
上
昇
で
す
。

過
去
を
振
り
返
る
と
、
日
本
の
物
流
コ
ス
ト
は
、
長
期
的
に
低
下
を

続
け
て
き
ま
し
た
。

そ
の
背
景
に
は
、
規
制
緩
和
の
進
展
、
産
業
の
高
付
加
価
値
化
、

サ
ー
ビ
ス
産
業
化
、
情
報
化
の
進
展
、
物
流
の
負
荷
が
高
い
重
厚
長
大

型
産
業
の
海
外
流
出
…
…
と
い
っ
た
要
因
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
「
コ
ス
ト
引
き
下
げ
要
因
」
の
ほ
と
ん
ど
は
、

「
行
き
着
く
と
こ
ろ
ま
で
行
き
着
い
た
」
の
が
現
状
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、
１
９
９
０
年
代
の
規
制
緩
和
に
よ
っ
て
、
ト

ラ
ッ
ク
会
社
の
数
は
約
１
・
５
倍
に
増
え
ま
し
た
が
、
２
０
１
０
年
代

の
後
半
に
な
る
と
廃
業
す
る
企
業
の
ほ
う
が
増
え
、
会
社
数
は
減
少
傾

向
に
転
じ
て
い
ま
す
。
産
業
の
海
外
流
出
に
つ
い
て
も
、
製
造
拠
点
を

国
内
に
戻
し
た
方
が
コ
ス
ト
が
下
が
る
場
合
が
あ
る
な
ど
、
逆
転
現
象

が
生
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
少
な
く
と
も
「
物
流
コ
ス
ト
が

下
が
る
時
代
は
終
わ
っ
た
」
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

図
表
に
は
、
物
流
コ
ス
ト
の
上
昇
要
因
と
低
下
要
因
を
整
理
し
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
上
昇
要
因
は
い
ず
れ
も
、
相
当
な
確

率
で
生
じ
る
、
発
生
確
度
の
高
い
要
因
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。「
少

子
高
齢
化
に
よ
る
人
材
不
足
」
が
そ
の
典
型
で
す
。

一
方
、
物
流
コ
ス
ト
の
低
下
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
項
目
に
は
、

実
現
が
不
透
明
な
も
の
が
多
く
含
ま
れ
ま
す
。
例
え
ば
、「
Ａ
Ｉ
（
人

工
知
能
）
で
物
流
が
大
き
く
効
率
化
さ
れ
る
」「
配
送
の
ロ
ボ
ッ
ト
化

図表　物流コストに影響を及ぼす主な要因（◎は特に重要なもの）

上
昇
要
因

少子化による人材不足◎ 若年労働者の不足によるドライバー，作業者等の不足

制度要因での雇用難 中型免許制度の導入による影響，短時間労働者への社保適用拡大による
影響など

長時間労働の是正◎ 労基法の指導強化，働き方改革の実現による労働時間短縮による影響
燃料費高騰 原油価格の長期的な上昇による影響
建設需要の拡大 災害復興等による建設需要の拡大と人材不足の拡大による影響

運賃適正化の社会的要請◎ 運賃・料金の適正収受に向けた行政の動き（運送約款改定，待機記録開
始など）

通販の需要拡大◎ 通販貨物の増大による貨物輸送需要の増大
物流サービスレベルの高度
化・高付加価値化

サービスレベルの高度化が進展し，物流の高付加価値化が進む一方，コ
スト高が生じる可能性

物流効率化の余地の枯渇 コスト削減のための物流効率化策の実行手段・アイデアなどの枯渇

中
立
要
因

為替◎ 仮に円高で推移する場合には，物価の下落を通じて物流コスト比率を引
き上げる方向での影響を生じる

物価◎ 仮に企業物価が上昇する場合には，物流コスト比率を引き下げる方向で
の影響が生じる

低
下
要
因

生産性の向上◎ 自動化・ロボット化，AI・ビッグデータ活用など，物流生産性革命に繋
がる各種技術の実現による効果

規制緩和等◎ 車両の大型化，自動運転，貨客混載など各種の規制緩和による効果など
人材確保策の進展 女性や高齢者，学生等社会各層への就労推進の取り組みによる効果

物流サービスレベルの見直し コスト高に繋がる小ロット・多頻度・単 LT といった物流サービスレベル
の見直し

コロナ禍等を受けた景気の
減速◎

コロナの影響が長期化し，貨物需要が大幅に減少した場合にはその影響
は多方面に及ぶ

物流効率化の技術革新◎ 自動運転・配送ロボット化・シェアリングエコノミーなどコスト削減を
促進する新たな物流効率化策が，技術革新によって普及する可能性

物
流
コ
ス
ト
が
増
え
る
と
予
想
で
き
る
理
由
と
は
？

１　

物
流
コ
ス
ト
激
増
時
代
が
来
た
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で
ド
ラ
イ
バ
ー
が
不
要
に
な
る
」
と
い
っ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
が
実
現
す
れ
ば
物
流
コ
ス
ト
は
大
き
く
下
が
る
で

し
ょ
う
。
こ
れ
は
社
会
的
に
も
望
ま
し
い
こ
と
で
す
。
し

か
し
果
た
し
て
十
年
後
な
ど
の
近
未
来
に
実
用
化
し
て
い

る
か
、
か
な
り
疑
問
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
一
例
で
す
が
、
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
の
施
策

は
、（
自
動
化
や
情
報
化
も
含
め
て
）
す
で
に
こ
れ
ま
で

取
り
組
ま
れ
て
き
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
改
善
の

余
地
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
技
術
的
な
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー

が
生
じ
な
い
限
り
は
劇
的
な
改
善
は
望
め
な
い
と
言
っ
て

良
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
全
体
状
況
を
見
据
え
る
と
、
こ
れ
か
ら

は
、「
何
も
し
な
け
れ
ば
物
流
コ
ス
ト
は
上
が
る
」
と
い

う
の
が
新
し
い
常
識
と
な
る
、
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
物
流
コ
ス
ト
の
増
大
は
、
企
業
の

利
益
率
を
大
き
く
左
右
し
ま
す
。

物
流
コ
ス
ト
を
き
ち
ん
と
管
理
し
な
け
れ
ば
、
経
営
に

思
わ
ぬ
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
か
ね
な
い
、
そ
の
よ
う
な
時
代

に
突
入
し
て
い
る
の
で
す
。

図表　物流コストに影響を及ぼす主な要因（◎は特に重要なもの）

上
昇
要
因

少子化による人材不足◎ 若年労働者の不足によるドライバー，作業者等の不足

制度要因での雇用難 中型免許制度の導入による影響，短時間労働者への社保適用拡大による
影響など

長時間労働の是正◎ 労基法の指導強化，働き方改革の実現による労働時間短縮による影響
燃料費高騰 原油価格の長期的な上昇による影響
建設需要の拡大 災害復興等による建設需要の拡大と人材不足の拡大による影響

運賃適正化の社会的要請◎ 運賃・料金の適正収受に向けた行政の動き（運送約款改定，待機記録開
始など）

通販の需要拡大◎ 通販貨物の増大による貨物輸送需要の増大
物流サービスレベルの高度
化・高付加価値化

サービスレベルの高度化が進展し，物流の高付加価値化が進む一方，コ
スト高が生じる可能性

物流効率化の余地の枯渇 コスト削減のための物流効率化策の実行手段・アイデアなどの枯渇

中
立
要
因

為替◎ 仮に円高で推移する場合には，物価の下落を通じて物流コスト比率を引
き上げる方向での影響を生じる

物価◎ 仮に企業物価が上昇する場合には，物流コスト比率を引き下げる方向で
の影響が生じる

低
下
要
因

生産性の向上◎ 自動化・ロボット化，AI・ビッグデータ活用など，物流生産性革命に繋
がる各種技術の実現による効果

規制緩和等◎ 車両の大型化，自動運転，貨客混載など各種の規制緩和による効果など
人材確保策の進展 女性や高齢者，学生等社会各層への就労推進の取り組みによる効果

物流サービスレベルの見直し コスト高に繋がる小ロット・多頻度・単 LT といった物流サービスレベル
の見直し

コロナ禍等を受けた景気の
減速◎

コロナの影響が長期化し，貨物需要が大幅に減少した場合にはその影響
は多方面に及ぶ

物流効率化の技術革新◎ 自動運転・配送ロボット化・シェアリングエコノミーなどコスト削減を
促進する新たな物流効率化策が，技術革新によって普及する可能性
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皆
さ
ん
、「
物
流
コ
ス
ト
」
の
意
味
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

こ
の
本
を
手
に
取
ら
れ
た
皆
さ
ん
は
、
物
流
コ
ス
ト
に
つ
い
て
一
定

の
関
心
を
お
持
ち
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
冒
頭
の
質
問
は
野
暮

だ
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
物
流
コ
ス
ト
な
ん
だ
か
ら
、
物

流
部
で
支
払
っ
て
い
る
費
用
の
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
」「
財
務
諸
表
に
運

賃
、
倉
庫
料
金
な
ど
が
載
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
が
物
流
コ
ス
ト
だ
」

─
。
こ
の
よ
う
に
お
答
え
に
な
る
方
も
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
答
え
も
完
全
に
間
違
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
し
か
し
、
物
流
コ

ス
ト
を
管
理
す
る
意
義
を
理
解
す
る
う
え
で
は
、
充
分
な
説
明
と
は
言

え
ま
せ
ん
。
も
う
少
し
詳
し
く
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

会
社
の
中
で
は
様
々
な
コ
ス
ト
（
原
価
お
よ
び
費
用
）
が
発
生
し
て

い
ま
す
。「
製
造
コ
ス
ト
」「
広
告
宣
伝
費
」「
一
般
管
理
費
」
な
ど
挙

げ
出
せ
ば
キ
リ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
コ
ス
ト
と
物
流

コ
ス
ト
と
は
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。

前
者
の
コ
ス
ト
は
す
べ
て
（
基
本
的
に
）
財
務
諸
表
に
計
上
さ
れ
る

項
目
（
勘
定
科
目
）
で
す
。
財
務
諸
表
の
作
成
は
法
律
等
の
ル
ー
ル
で

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
こ
に
計
上
さ
れ
る
コ
ス
ト
に
つ
い
て

は
、
原
則
的
に
統
一
的
な
ル
ー
ル
に
従
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
従
っ
て
、

企
業
の
コ
ス
ト
算
定
の
担
当
者
と
し
て
は
、
範
囲
や
定
義
を
議
論
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
物
流
コ
ス
ト
は
財
務
諸
表
上
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
企
業
の
必
要
に
応
じ
て
自
由
に
算
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

逆
に
言
え
ば
、
企
業
が
物
流
コ
ス
ト
を
算
定
す
る
の
は
、
自
社
に
と
っ

て
意
義
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
、
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
管
理
の
意
義
（
言
い
方
を
変
え
れ
ば
、
管
理
の
実
効
性
）

に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
い
う
点
が
、
物
流
コ
ス
ト
の
１
つ
の
ポ
イ
ン

ト
に
な
り
ま
す
。

で
は
次
に
、
物
流
コ
ス
ト
を
管
理
す
る
意
義
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し

ょ
う
か
。

物
流
コ
ス
ト
を
構
成
す
る
代
表
的
な
要
素
は
、
運
賃
、
倉
庫
賃
料
な

ど
で
す
。
こ
れ
ら
は
基
本
的
に
は
財
務
諸
表
の
ど
こ
か
に
計
上
さ
れ
て

物
流
コ
ス
ト
は
物
流
部
門
の
コ
ス
ト
で
は
な
い

２　

物
流
コ
ス
ト
を
ご
存
じ
で
す
か
？

第１節

＜物流コスト管理＞は
なぜ経営課題なのか
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い
ま
す
が
、
計
上
さ
れ
て
い
る
場
所
は
製
造
原
価
や
販
売
費
な
ど
バ
ラ

バ
ラ
で
す
。
そ
し
て
、
製
造
原
価
は
工
場
の
生
産
管
理
部
、
販
売
費
は

営
業
部
と
い
っ
た
よ
う
に
、
管
理
を
担
当
す
る
部
署
も
通
常
は
バ
ラ
バ

ラ
で
す
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
、「
バ
ラ
バ
ラ
な
部
署
」
に
よ
る
、
あ

る
意
味
で
「
縦
割
り
」
の
管
理
で
は
様
々
な
問
題
が
生
じ
て
し
ま
い
ま

す
。
例
え
ば
、
生
産
部
門
が
「
製
造
原
価
」
と
い
う
狭
い
範
囲
で
の
「
部

分
最
適
」
を
追
求
す
る
と
、
全
社
的
な
物
流
効
率
と
い
う
「
全
体
最
適
」

が
損
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

物
流
は
文
字
通
り
「
モ
ノ
の
流
れ
」
で
す
の
で
、
組
織
の
壁
を
横
串

に
刺
す
よ
う
に
し
て
発
生
し
ま
す
。
従
っ
て
そ
の
物
流
を
管
理
す
る
た

め
に
は
、
コ
ス
ト
も
縦
割
り
で
は
な
く
、
会
社
全
体
を
横
串
に
刺
す
よ

う
に
し
て
管
理
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
（
図
表
）。

「
実
物
的
な
モ
ノ
の
流
れ
に
要
す
る
コ
ス
ト
を
ト
ー
タ
ル
に
把
握
す

る
こ
と
」
が
物
流
コ
ス
ト
の
算
定
で
あ
り
、「
そ
れ
を
通
し
て
全
体
最

適
化
を
図
る
こ
と
」
が
コ
ス
ト
管
理
の
意
義
で
あ
る
、
と
言
え
ま
す
。

換
言
す
れ
ば
、「
物
流
コ
ス
ト
は
物
流
部
門
の
コ
ス
ト
で
は
な
い
」

と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
皆
さ
ん
に

は
こ
の
点
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

図表　部門ごとの原価管理では全体最適は実現できない

調
達

生
産

販
売

物
流 モノの流れ

全社的な物流コスト計算で全体最適へ

部分最適しか
実現できず

部門ごとの
原価管理

部門ごとの
原価管理

部門ごとの
原価管理

部門ごとの
原価管理

組織の壁
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「
物
流
は
コ
ア
コ
ン
ピ
タ
ン
ス
で
は
な
い
」「
物
流
で
は
競
争
優
位

は
生
ま
れ
な
い
」
─
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
経
営
者
の
方
が
（
以
前
よ

り
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
）、
ま
だ
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
も
ち
ろ

ん
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
間
違
い
で
す
。

物
流
の
個
別
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
容
易
に
模
倣
で
き
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
限
り
で
は
競
争
領
域
で
は
な
い
と
も
言
え
ま
す
。
し
か

し
、
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
シ
ス
テ
ム
全
体
を
コ
ピ
ー
す
る
こ
と

は
非
常
に
難
し
い
の
で
す
。

読
者
の
皆
さ
ん
は
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
（
ま
た
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

外
部
性
）」
と
い
う
経
済
用
語
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の
通
信
網
や
Ｊ
Ｒ
な
ど
の
鉄
道
網
を
思
い
浮
か
べ
て
い

た
だ
く
と
良
い
の
で
す
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
経
済
価
値
は
、
そ
の
通

信
網
や
鉄
道
網
の
利
用
者
数
に
依
存
し
、
利
用
者
数
が
増
え
る
こ
と

で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
の
価
値
が
増
大
し
ま
す
。
こ
れ
が
「
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
効
果
」
で
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
は
企
業
の
戦
略
的
優
位
性
に
繋
が
り
ま
す
し
、

場
合
に
よ
っ
て
は
競
争
力
が
強
す
ぎ
て
、「
自
然
独
占
」
に
至
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
と
同
じ
事
が
物
流
に
つ
い
て
も
生
じ
ま
す
。

物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
価
値
は
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
「
層
の
厚
さ
」

に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
例
え
ば
ア
マ
ゾ
ン
な
ど
の
通

販
大
手
で
は
１
０
０
億
単
位
の
コ
ス
ト
を
か
け
て
物
流
拠
点
を
構
築
し

て
も
ペ
イ
す
る
一
方
、
中
堅
の
カ
タ
ロ
グ
通
販
会
社
に
は
同
じ
よ
う
な

投
資
は
で
き
な
い
、
と
い
っ
た
競
争
力
の
差
異
を
生
じ
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
差
異
は
物
流
コ
ス
ト
が
高
い
製
品
・
業
種
で

は
よ
り
顕
著
に
な
り
ま
す
。

物
流
コ
ス
ト
が
高
い
業
種
と
い
え
ば
、
小
売
業
で
い
え
ば
通
販
と
並

ん
で
コ
ン
ビ
ニ
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
通
販
と
同
様
、
コ
ン
ビ

ニ
業
界
で
も
物
流
コ
ス
ト
を
見
据
え
た
経
営
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
も
ち
ろ
ん
、
偶
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

例
を
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

セ
ブ
ン–

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
（
以
下
、
セ
ブ
ン
）
は
コ
ン
ビ
ニ

儲
か
っ
て
い
る
企
業
は
な
ぜ
物
流
コ
ス
ト
を
見
据
え
て
い
る
の
か
？

３　

�

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
出
店
方
式
に
見
る�

物
流
が
競
争
力
を
生
む
理
由

第１節
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業
界
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
確
立
し
た
、
業
界
の
始
祖
と
言
え
る
会
社

で
す
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
セ
ブ
ン
は
古
く
か
ら
「
ド
ミ
ナ

ン
ト
方
式
」
に
よ
り
店
舗
展
開
を
し
て
き
ま
し
た
。
ド
ミ
ナ
ン
ト
方
式

と
は
、
一
定
の
人
口
を
持
つ
圏
域
ご
と
に
物
流
セ
ン
タ
ー
、
弁
当
工
場

な
ど
を
集
中
的
に
立
地
さ
せ
、
そ
の
物
流
セ
ン
タ
ー
か
ら
配
送
で
き
る

圏
域
（
一
般
的
に
は
30
㎞
程
度
と
言
わ
れ
ま
す
）
の
中
に
、
３
０
０
店

舗
前
後
の
店
舗
を
集
中
出
店
さ
せ
る
と
い
う
戦
略
で
す
。

コ
ン
ビ
ニ
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
は
弁
当
な
ど
の
鮮
度
が
生
命
線
で
あ
る

こ
と
、
店
舗
が
小
型
で
在
庫
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
１
日

に
何
度
も
店
舗
納
品
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
加
え
て
コ
ン
ビ
ニ
の
基
本

的
性
格
は
多
ア
イ
テ
ム
を
扱
う
小
規
模
店
舗
で
す
の
で
、
多
頻
度
・
小

ロ
ッ
ト
の
配
送
と
な
ら
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
配
送
コ
ス
ト

は
他
の
小
売
り
よ
り
も
ず
っ
と
高
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
ド
ミ
ナ
ン
ト
方
式
を
採
用
す
れ
ば
競
争
力
を
損
な

わ
な
い
程
度
の
物
流
コ
ス
ト
で
配
送
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
集
中
出
店

に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
に
よ
る
も
の
で
す
。

セ
ブ
ン
で
は
、
あ
る
圏
域
が
出
店
可
能
な
エ
リ
ア
か
ど
う
か
、
物
流

コ
ス
ト
を
も
と
に
決
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
（
注
１
）、
物

流
コ
ス
ト
に
基
づ
い
た
経
営
方
針
の
帰
結
が
、
ド
ミ
ナ
ン
ト
方
式
に
結

実
し
た
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

【
注
】

（
１
）�

信
田
洋
二
「
セ
ブ
ン–

イ
レ
ブ
ン
の
「
物
流
」
研
究
」『
商
業
界
』、

２
０
１
３
年
。

図表　コンビニにおけるネットワーク効果

店舗 

店舗・工場・センター等をエリアに集中させることで，
各ノードの経済価値（経済的便益）が向上する。 

店舗 

店舗 

店舗 

店舗 

店舗 

センター 

店舗 

工場 

センター 

出所：コンビニ資料から筆者作成。
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前
項
で
は
、
物
流
が
戦
略
的
優
位
性
を
生
じ
る
要
因
と
し
て
「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
効
果
」
を
挙
げ
、
例
と
し
て
コ
ン
ビ
ニ
業
界
を
取
り
上
げ
て

説
明
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
と
は
異
な
る
パ
タ
ー
ン
で
物
流
の
競
争
優
位

を
確
立
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
特
に
メ
ー
カ
ー
の
場
合
に
、

い
わ
ば
「
バ
リ
ュ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
最
適
化
」
と
で
も
言
え
る
よ
う

な
、
物
流
を
巡
る
全
体
最
適
化
が
優
位
性
を
生
ん
で
い
る
ケ
ー
ス
が
見

ら
れ
ま
す
。

な
お
、
バ
リ
ュ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
、「
あ
る
ニ
ー
ズ
を
持
つ
顧

客
層
に
対
し
商
品
を
供
給
す
る
製
造
、
流
通
、
サ
ー
ビ
ス
等
の
企
業
群
」

の
こ
と
で
す
（
注
１
）。
企
業
の
活
動
は
、
部
品
や
原
材
料
の
供
給
メ
ー

カ
ー
、
製
造
装
置
の
メ
ー
カ
ー
、
流
通
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
多
様
な
企
業

群
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
企
業
群
が
、
そ
こ
に
属
す

る
企
業
の
コ
ス
ト
構
造
等
を
、
そ
の
企
業
の
意
思
に
関
わ
り
な
く
決
定

づ
け
て
い
る
と
い
う
点
が
重
要
で
す
。
コ
ス
ト
競
争
力
を
失
っ
て
い
る

業
種
を
見
る
と
、
企
業
単
体
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
企
業
が
属
し
て
い

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
が
競
争
力
を
失
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら

れ
る
の
で
す
。

こ
の
非
常
に
わ
か
り
や
す
い
例
が
、
家
具
業
界
で
す
。
家
具
業
界
は

典
型
的
な
地
場
産
業
で
す
が
、
地
場
産
業
は
そ
の
特
徴
と
し
て
、
原
材

料
の
供
給
元
、
加
工
工
場
、
流
通
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
が
地
域
内
に
集
中

的
に
立
地
し
ま
す
（
こ
れ
を
「
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
」
な
ど
と
呼
ぶ
こ
と

も
あ
り
ま
す
）。
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
は
、
競
争
力
を
高
め
る
場
合
も
少

な
く
な
い
で
す
が
、
家
具
の
よ
う
な
地
場
産
業
で
は
、
企
業
群
全
体
が

そ
の
競
争
力
低
下
に
伴
っ
て
衰
退
し
て
い
っ
た
と
言
え
る
と
思
い
ま

す
。
家
具
に
限
ら
ず
、「
構
造
不
況
業
種
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
業
種
に

は
、
こ
の
よ
う
な
現
象
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

さ
て
、
前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
家
具
業
界
に

あ
っ
て
も
、
成
功
し
て
い
る
企
業
が
あ
り
ま
す
。
例
は
色
々
と
挙
げ
ら

れ
ま
す
が
、
や
は
り
代
表
格
は
、
家
具
の
製
造
小
売
業
（
Ｓ
Ｐ
Ａ
）
で

あ
る
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ａ
で
し
ょ
う
。
実
は
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ａ
は
物
流
コ
ス
ト
を
重
視
す

る
経
営
戦
略
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
偶
然
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

儲
か
っ
て
い
る
企
業
は
な
ぜ
物
流
コ
ス
ト
を
見
据
え
て
い
る
の
か
？

４　

�

デ
ザ
イ
ン
だ
け
で
は
な
い
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ａ
の�

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
す
ご
さ

第１節
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家
具
は
大
型
商
品
で
あ
り
、
搬
入
・
据
え
付
け
作
業
が
発
生
す
る
な

ど
、
物
流
コ
ス
ト
負
担
の
大
き
い
製
品
の
代
表
格
で
す
。
こ
の
中
で

Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ａ
は
、
バ
リ
ュ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
を
再
設
計
す
る
こ
と

で
、
ロ
ー
コ
ス
ト
な
物
流
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
る
の
で
す
。

Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ａ
の
物
流
と
い
え
ば
、
顧
客
が
自
ら
持
ち
帰
っ
て
組
み
立
て

る
と
い
う
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
型
の
シ
ス
テ
ム
が
有
名
で
す
が
、
同
社
の

工
夫
は
そ
れ
だ
け
に
留
ま
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
、
製
品
は
設
計
段
階
か
ら
物
流
に
考
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
ほ
ぼ

す
べ
て
の
製
品
が
「
フ
ラ
ッ
ト
パ
ッ
ク
」
と
呼
ば
れ
る
規
格
化
さ
れ
た

薄
型
の
荷
姿
に
梱
包
さ
れ
て
い
ま
す
。
フ
ラ
ッ
ト
パ
ッ
ク
は
自
家
用
車

の
荷
台
に
最
適
な
サ
イ
ズ
と
な
っ
て
お
り
、
顧
客
が
自
ら
持
ち
帰
る
こ

と
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
一
定
の
規
格
化
さ
れ
た
形
状
で

あ
る
た
め
、
店
内
の
倉
庫
や
、
輸
送
コ
ン
テ
ナ
の
積
載
効
率
も
向
上
す

る
の
で
す
。
製
品
の
設
計
上
は
、
さ
ら
に
部
品
単
位
で
モ
ジ
ュ
ー
ル
化

さ
れ
、
複
数
の
製
品
で
共
通
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
在
庫
削
減
や

荷
役
効
率
の
向
上
に
繋
が
り
ま
す
。

ま
た
、
製
品
を
工
場
・
物
流
セ
ン
タ
ー
か
ら
店
舗
ま
で
配
送
す
る
方

法
も
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ａ
で
は
製
品
を
海
上
コ
ン
テ
ナ
に

載
せ
た
ま
ま
で
、
店
舗
ま
で
直
接
輸
送
す
る
仕
組
み
を
取
っ
て
い
ま
す

（
一
部
の
都
市
内
店
舗
を
除
く
）。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
輸
送
途
上
で
の
保

管
・
荷
役
コ
ス
ト
が
削
減
さ
れ
ま
す
。

Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ａ
の
店
舗
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
の
ぞ
く
と
、
コ
ン
テ
ナ
が
直
付

け
で
き
る
専
用
バ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ａ
の
店
舗
は

街
外
れ
の
一
見
不
便
な
場
所
に
あ
り
ま
す
が
、
な
ぜ
か
と
言
え
ば
、
大

型
の
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
で
店
舗
に
直
送
で
き
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て

い
る
た
め
で
す
。
ま
た
、
店
舗
か
ら
の
顧
客
持
ち
帰
り
を
含
め
た
物
流

の
全
体
最
適
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
そ
の
理
由
で
す
。
言
う
ま
で

も
な
く
、
こ
れ
も
物
流
コ
ス
ト
上
の
優
位
性
を
生
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
個
々
の
取
り
組
み
は
簡
単
に
模
倣
で
き
ま
す
が
、
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ａ

が
ほ
ぼ
独
自
に
構
築
し
て
い
る
バ
リ
ュ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
を
コ

ピ
ー
す
る
の
は
至
難
の
業
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

以
上
、
前
項
と
本
項
で
、
物
流
コ
ス
ト
が
競
争
優
位
に
繋
が
る
ケ
ー

ス
を
２
つ
、
企
業
事
例
と
と
も
に
紹
介
し
ま
し
た
。
以
上
の
説
明
か
ら
、

「
物
流
は
競
争
領
域
で
は
な
い
・
コ
ア
コ
ン
ピ
タ
ン
ス
で
は
な
い
」
と

い
っ
た
説
明
が
妥
当
で
は
な
い
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
け
た
か
と
思
い

ま
す
。

【
注
】

（
１
）�
バ
リ
ュ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
企
業
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
阻
害

し
、
衰
退
を
生
じ
る
要
因
に
つ
い
て
は
、
ク
レ
イ
ト
ン
・
ク
リ
ス
テ

ン
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ジ
レ
ン
マ
」（H

arvard�Business�School�
Press

）
を
参
照
の
こ
と
。
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コラム

少
し
本
題
か
ら
離
れ
ま
す
が
、
物
流
コ
ス
ト
の
マ
ク
ロ
的
な
側
面
に

つ
い
て
も
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
国
の
産
業
政
策
と
い
っ
た
マ
ク
ロ
視

点
で
見
て
も
、
物
流
コ
ス
ト
は
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

経
済
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
こ
と
で
、
企
業
は
利
便
性
の
高
い
立
地

を
求
め
て
身
軽
に
移
転
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
世
界
中

の
国
・
地
域
が
、
企
業
を
誘
致
す
る
た
め
、
操
業
環
境
の
良
さ
、
居
住

環
境
の
魅
力
等
を
高
め
る
競
争
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。

日
本
政
府
も
だ
い
た
い
２
０
０
０
年
代
に
入
っ
た
頃
か
ら
法
人
税
減

税
、
高
度
外
国
人
材
の
在
留
資
格
緩
和
等
を
進
め
て
い
る
の
は
ご
存
じ

の
通
り
で
す
。
こ
れ
ら
個
々
の
施
策
へ
の
賛
否
は
議
論
の
余
地
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
資
本
移
動
が
自
由
化
さ
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会

で
は
、
企
業
の
移
動
を
止
め
る
手
段
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
こ
の

よ
う
な
競
争
は
今
後
も
激
化
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
や
む
こ
と
は
な
い

で
し
ょ
う
。

物
流
コ
ス
ト
は
、
企
業
の
立
地
優
位
性
を
左
右
す
る
重
要
な
条
件
で

す
。
従
っ
て
、
物
流
を
巡
っ
て
も
激
し
い
競
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

一
例
を
挙
げ
る
と
、
東
ア
ジ
ア
の
ハ
ブ
港
湾
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

香
港
＋
深
セ
ン
（
中
国
）、
上
海
（
中
国
）、
釜
山
（
韓
国
）
の
４
つ
に

集
約
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
一
方
、
京
浜
、
阪
神
と
い
っ
た
港
で
は
欧

州
向
け
な
ど
の
基
幹
航
路
が
か
な
り
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
輸
出
の

多
い
製
造
業
に
と
っ
て
は
、
ハ
ブ
港
に
近
い
地
域
と
比
べ
て
デ
メ
リ
ッ

ト
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

同
様
の
動
き
は
非
製
造
業
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。

例
え
ば
、
釜
山
港
の
周
辺
に
は
、
日
本
企
業
が
物
流
セ
ン
タ
ー
を
い

く
つ
も
立
地
さ
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
の
あ
る
物
流
セ
ン
タ
ー
で

は
、
中
国
等
か
ら
輸
入
し
た
製
品
を
釜
山
で
在
庫
し
、
日
本
か
ら
注
文

を
受
け
た
後
に
セ
ン
タ
ー
で
流
通
加
工
を
行
い
、
日
本
の
需
要
地
に
向

け
て
複
数
の
船
便
ル
ー
ト
を
使
い
分
け
て
輸
送
し
て
い
ま
す
（
図
表
）。

通
常
、
流
通
加
工
は
消
費
地
に
近
い
場
所
で
行
う
も
の
で
す
の
で
、

こ
の
よ
う
な
や
り
方
は
一
見
不
合
理
に
見
え
ま
す
。
し
か
し
こ
の
よ
う

な
物
流
が
成
り
立
つ
の
は
、
物
流
コ
ス
ト
の
内
外
差
が
大
き
い
た
め
で

す
。上

述
の
通
り
、
釜
山
港
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ハ
ブ
港
で
す
の
で
、
世
界

物
流
コ
ス
ト
は
国
家
戦
略
で
も
あ
る

国
家
・
地
域
間
競
争
も
左
右
す
る
物
流
コ
ス
ト
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中
か
ら
大
型
コ
ン
テ
ナ
船
が
入
港
し
ま
す
。
従
っ
て
、
世
界
中
の
貨
物

を
低
コ
ス
ト
で
集
荷
で
き
ま
す
。
こ
の
点
で
京
浜
、
阪
神
港
と
は
大
き

な
コ
ス
ト
差
が
生
じ
ま
す
。

加
え
て
、
フ
ィ
ー
ダ
ー
（
支
線
）
の
輸
送
コ
ス
ト
に
も
差
が
生
じ
ま

す
。
20
フ
ィ
ー
ト
コ
ン
テ
ナ
程
度
の
ま
と
ま
り
の
貨
物
を
想
定
し
、
釜

山
か
ら
新
潟
な
ど
の
地
方
港
に
運
ぶ
コ
ス
ト
と
、
例
え
ば
東
京
か
ら
陸

上
ま
た
は
海
上
で
運
ぶ
コ
ス
ト
を
比
べ
る
と
、
一
般
的
に
言
っ
て
数
万

円
の
差
が
生
じ
ま
す
。
言
う
ま
で
も
無
く
、
国
内
輸
送
コ
ス
ト
の
方
が

は
る
か
に
高
い
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
日
本
の
方
が
優
れ
た
物
流
分
野
も
多
々
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
産
業
競
争
力
の
観
点
で
は
看
過
で
き
な
い
課
題
が
あ
る
こ
と
も

事
実
で
す
。

２
０
０
０
年
代
半
ば
以
降
か
ら
は
、
関
心
が
「
環
境
負
荷
削
減
」
や

「
労
働
条
件
改
善
」
と
い
っ
た
社
会
的
規
制
へ
と
シ
フ
ト
し
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
物
流
コ
ス
ト
の
産
業
的
重
要
性
が
意
識
さ
れ
る
機
会
が
少
な

く
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
依
然
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
環
境
に
お
け
る
重
要

テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

図表　物流コストが産業立地にも影響を及ぼす




